
 

 

 

IKOMA LOCAL BUSINESS HUB運営業務に係る仕様書 
 

1. 業務名 

IKOMA LOCAL BUSINESS HUB運営業務 

 

２. 用語定義 

【事業】 営利を目的とした事業 

【創業】 市内で創業、第二創業、パラレルキャリア・副業等の事業を起こすこと 

【創業予定者】 申込時点で、市内で創業しようとしている者 

【既存事業】 申込時点で、市内で行われている事業 

【既存事業者】 申込時点で、既存事業の発展・成長に取り組もうとしている者 

【伴走支援者】 創業予定者、既存事業者を支援する者 

【事業者】 創業予定者、既存事業者、伴走支援者 

【市内参加者】 申込時点で、市民である者、既存事業者、市内の事業所に勤務してい

る者、市内に通学している者 

【市外参加者】 申込時点で、市外に在住している者、市外に在住していて市外で事業 

を行っている者 
 

３.業務目的 

【本業務全体】 「生駒市商工観光ビジョン」の趣旨を踏まえ、「変革」と「挑戦」に取り組む

事業者を発掘し育成する。 

【アイデア編】     創業や既存事業の発展・成長を目指す「きっかけ」を提供するとともに

各事業者のアイデアが膨らむ支援を行う。 

【プラン編】 創業予定者が創業する事業を持続的に行えるように、事業アイデアの

ブラッシュアップや事業の実践につながる支援を行う。 

【アクション編】 既存事業者が営む既存事業の発展・成長につながる支援を行う。 
 

 

4. 契約期間 

契約締結日から令和 7年３月３１日まで 
 

5. 業務内容 

契約期間中、①から⑤の業務を実施 
 

① 創業予定者及び既存事業者の発掘業務 

 市外及び市内の創業予定者(潜在的創業予定者も含む)へのプロモーションと募集を実

施すること。【アイデア編・プラン編】 

 業種や事業規模に関わらず、広く既存事業者へのプロモーションと募集を実施するこ

と。【アクション編】 
 

② 創業予定者の育成業務【アイデア編】 

 潜在的創業予定者を含む創業予定者が参加したくなるような内容にすること。 

 創業に対する心理的ハードルを低くできるような内容にすること。 



 

 

 

 創業予定者に対して生駒市内での創業の動機付けとなるセミナー実施すること。 

 創業予定者が創業を行うにあたり基本的に習得すべき基礎知識を得るセミナーを実

施すること(確定申告等の税知識、登記・許認可等の法律知識、事業形態に関する知

識、資金の集め方に関する知識等、その他創業する上で必要な知識) 

 産業競争力強化法に基づく「生駒市特定創業支援等事業による証明書」発行要件で

ある「経営」「財務」「人材育成」「販路開拓」の知識が習得できるセミナーを合計４回か

つ１ヶ月以上実施すること。 

 受講者には事業計画作成支援をすること。 

 アイデア編で学んだことを、プラン編につながるようにすること。 

 本業務の目的と上記業務の内容を達成できる時間と日数でのセミナー設計を行うこ

と。 
 

③ 創業予定者の育成業務【プラン編】 

 募集人数は 20名以上とすること。 

条件：創業予定者の参加は 10名以上かつそのうち市内参加者の参加は 5名以上とす

ること。なお、創業予定者以外の参加者は創業予定者の伴走支援者であってもよい。 

例) ①創業予定者 20名（市内参加者 10名+市外参加者 10名） 

②創業予定者 10名（市内参加者 5名+市外参加者 5名）、伴走支援者 10名 

③創業予定者 15名（市内参加者 10名+市外参加者 5名）、伴走支援者 5名

 など 

 書類審査に加え、面接等を行って応募者の選考を行うこと。(応募者数が上記人数に満

たない場合でも実施すること。) 

 事業計画の実現に向けた伴走支援をすること。 

 創業に関する専門的知識の習得、創業予定者が想定している事業又は創業に資する事

業を疑似体験できる機会の創出、振り返り、ブラッシュアップのサイクルを最低 2回以上

回すこと。 

 本業務の関係者及び関係団体に対し、各受講者が生駒市内で創業する事業案の発表

を行う機会を作ること。 

 本業務の目的と上記業務の内容を達成できる時間と日数でのセミナー設計を行うこと。 

 

④ 既存事業者の育成業務【アクション編】 

 募集人数は 20名以上とすること。 

条件：既存事業者の参加は 10名以上とすること。なお、1既存事業者につき 1名参加

可能とする。既存事業者以外の参加者は既存事業者の伴走支援者であってもよい。 

例) ①既存事業者 20名 

 ②既存事業者 10名、伴走支援者 10名 

 ③既存事業者 15名、伴走支援者 5名  など 

 応募者が上記人数に満たない場合でも、選考を行うこと。 

 既存事業者の新たな事業展開など、事業の継続・成長・発展に資するセミナー内容に

すること。 

 上記セミナーで具体化した内容を既存事業で実施できるように支援すること。 



 

 

 

 本業務の関係者及び関係団体に対し、各受講者が上記実施した内容を振り返り、改

善・改良内容を整理しまとめた上、成果発表を行うこと。 

 

⑤ 上記①～④を進める上で以下を実施すること 

 全体を統括するプロジェクトマネージャー1 名配置し、全体のプロジェクトマネジメント

を実施すること。 

 各業務を遂行する講師やファシリテーター等は、専門知識と実践・実務経験があり、受

講者に教授・指導・助言等を適切に行える者を配置すること。 

 本業務及び上記①～④の業務を達成するために必要な関係機関、団体、個人等への

依頼・調整・交渉等の業務を実施すること。 

 セミナー実施や実践の場での指導に限らず、本業務と各業務の目的を達成するため

に、受講者への個別相談や伴走支援等が必要な場合は適宜実施すること。 

 本市と緊密に相談や打ち合わせを行った上、各業務を実施すること。 

 セミナーや実践の場等の開催場所は本市との相談を行った上、受注者が開催場所を

確保すること。(開催場所等の利用料金は委託費の中に含むものとする) 

 実施に当たって、充分な感染症対策を講じ、状況に応じた柔軟な対応を行うこと。 

 各業務完了の際は、本市に業務内容と成果を報告すること。 

 本市関係者、関係団体、市民等に対し、受講者による成果発表の機会を必ずつくるこ

と。 

 本業務の遂行において、本仕様書の記載内容以外で更に効果的な独自の方法や手

段の提案をすること。 

 産学公民金との連携を行うこと。 

 本業務の参加者同士かつ本業務の参加者と過去に本市が実施した同種業務の参加

者との交流機会をそれぞれ設けること。 

 

6. 開催場所 

 生駒市内の本業務を実施する際に適切な場所（ただし、育成業務の一部を他市町村

で実施することが適切な場合は、本市と相談の上で他市町村の適切な場所で実施す

ることができる。） 

※生駒市役所内の場所・設備が使用可能な場合は利用料不要。その他市関連施設は

有料(一部無料となる場合がある。) 
 

7. 業務日程  

 以下は想定スケジュール案であり、受注者が適切と考えるスケジュール案で提案をして

よい。ただし、アイデア編を受講した後にプラン編に参加できるようにスケジュールを設

計すること。 

 アイデア編 募集及び選考 6月～7月  育成業務 8月～9月 

 プラン編 募集及び選考 9月～10月  育成業務 １1月～３月 



 

 

 

 アクション編 募集、選考及び育成業務 ６月～３月 

８. 備考 

 本事業及び各業務に係る必要経費は全て委託業務費の中に含むものとする。 

 セミナー開催日や実践の機会の日は平日及び土日祝日で適切な開催日を本市と打ち合

わせの上、設定するものとする。 

 受注者は、初回の本市との打ち合わせの際に全体スケジュールを記載した計画書を提

出すること。 

以上 


